
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入(実施した場合）

所管部・課

指定管理者

１ 施設名等

住所

施設名 電話

ホームページ

２ 施設の概要

設置年月 昭和・平成・令和 14年4月 根拠条例等

森林エリア：森林学習棟、あずまや、森林トイレ、駐車場、園路

開園面積：49.67ha

無料

開所日 ・管理事務所開所日：4/1～12/28、1/4～3/31(閉所日は12/29～1/3) ・トイレ4箇所冬季閉鎖（12/1～3/31)

開所時間

３ 現指定管理者前の管理運営状況

～平成21年度 直営 －

平成22年度～24年度 指定管理

平成25年度～29年度 指定管理

平成30年度～令和4年度 指定管理

４ 報告年度の指定管理者等

指定管理者 (一財)公園財団 指定期間

選定方法 公募（応募者数：1）

５ 指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

31,695 千円 千円 千円

６ 指定管理者が行う業務

・本緑地（備品等を含む）の維持管理、利活用に関する業務及びこれに付帯する業務

・「烏川渓谷緑地市民会議」の運営、活動等に関する業務及びこれに付帯する業務

指定管理者制度導入施設の管理運営状況 【対象年度：令和３年度】

建設部都市・まちづくり課（安曇野建設事務所）

(一財)公園財団

長野県烏川渓谷緑地

長野県安曇野市堀金烏川26

０２６３－７３－０２０３

http://karasugawa.com/

長野県都市公園条例

設置目的
住民福祉の増進に寄与することを目的として、貴重な自然環境の保護・保全に配慮し、一般住民に自然とのふれあい、自然体

験・学習、レクリエーション、文化活動などの場を提供するため。

この目的達成のため、行政と市民との協働による緑地の管理・活動を実施。

施設内容

水辺エリア：環境管理棟、トイレ、駐車場、園路、渓流園地、あずまや、展望台、ビオト－プ

利用料金

・管理事務所開所時間：8時30分から17時15分まで

期 間 管 理 形 態 管理受託者又は指定管理者等

(一財)公園財団

(一財)公園財団

(一財)公園財団

平成30年4月1日 ～ 令和5年3月31日（5年間）

令和 ３年度（A） 令和 ２年度（B） 差（A）－（B）

31,575 120

増減

理由

コロナ対策消耗品（マスク、消毒液、案内用タブレット（会話縮減対策）など）購

入のため

1/6



（様式２）

７ 利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数・利用件数・稼動率】 （単位：人、件、％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和 3年度（Ａ） 2,000 2,650 1,720 5,330 8,390 2,480 2,730 2,180 580 670 500 890 30,120

令和 2年度（Ｂ） 2,180 4,040 2,120 1,870 15,600 3,120 1,600 1,390 530 460 760 700 34,370

（Ａ）/（Ｂ） 91.7 65.6 81.1 285.0 53.8 79.5 170.6 156.8 109.4 145.7 65.8 127.1 87.6

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和 年度（Ａ） 0

令和 年度（Ｂ） 0

（Ａ）/（Ｂ） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

令和３年度（A）：359日令和３年度（A）：8:30～17：15

令和２年度（B）：359日令和２年度（B）：8:30～17：15

（５）サービス向上のため実施した内容

増減要因等

・4月～6月 4月週末天候不順、5月GW後に大雨警報など、6月14日梅雨入りと、天候不良が続いた。松本圏

域は1/4からLv４継続、5/21全県でLv4となるなどコロナの影響があった。小学校をはじめとした団体利用は

コロナまん延により秋に延期となり、利用者減となった。（前年比 76.4％）

・7月～9月 7月は14日梅雨明け猛暑とオリンピック４連休、松本圏域コロナ7/1からLv1に下がり客足が伸び

た、しかし、8月お盆期間中の前線豪雨、9月シルバーウィーク期間中の台風14号などの天候不順が続いた。

また松本圏域が8/5にLv4,8/11Lv5、8/30に全県でLv5と医療緊急事態宣言がでるなどコロナの影響が続いた。

利用者減となった。（前年度比 78.7％）

・10月～12月 10月11月の天候が良好であった。9/27に全県でLV4解除、松本圏域でLv2となり、10/11松本

圏域Lv1と下がったた。利用者増となった。（前年比 156.0％）

・１月～3月 1月は好天であったが2月3月は天候不順が続いた。1/13には全県LV4、1/15安曇野市Lv5、1/27

まん延防止等重点措置が適応された。利用者前年並みとなった。（前年度比 107.3％）

・水辺にある親水性の高い公園のため夏季の利用者が特に多いが、今夏季の天候不順（全線豪雨、台風な

ど）の影響があり利用の低下に繋がった。（ただし、天候の良かった秋季は、小学校等団体利用、コロナ禍

での遠方外出自粛、密にならない空間のニーズから利用が伸びた。）

増減要因等

見直した場合はその内容

有 ・ 無

開所日数 開所時間 見直しの有無 見直した場合はその内容

有 ・ 無

・ビジターセンター機能の強化として、レクチャールームの剥製等標本の追加制作及び本緑地の旬情報、標本解説、園内ガイドを実

施した。

・スタッフによる案内ガイドを求めない利用者のためにセルフガイドを作成・配置した。（紅葉、冬芽、木の実、鳥の羽等）

・安曇野市内小学校の宿泊学習に伴う環境学習や近隣宿泊施設を利用する学校団体への環境学習対応を実施した。下見実施時に希望

する学習内容及び実施方法を確認し、団体ごとのニーズに応じたきめ細やかな利用対応を行った。荒天時は雨天プログラム等時間短

縮プログラム提供を行った。

・繁忙期における駐車場の円滑利用のため、駐車場誘導案内員を配置し整理を行った。

・日々の園内巡視の実施により、園内情報、自然情報の収集、把握に努め、レクチャルーム及び園内でのインタープリテーション実

施に活用した。

・環境管理事務所配置スタッフは、「サービス接遇検定」の資格を取得したり、「救急救命講習」、「安全衛生法令関係講習」を受

けるなど資質向上に努めた。

・SNS（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ・ﾂｲｯﾀｰ）を本格的に運用し、イベントや自然情報、ツキノワグマの出没状況や烏川の水位情報等安全管理について
もリアルタイムで発信した。

・安曇野市観光協会に加盟し、取材等を呼び込んだ。信州環境カレッジやSDGｓプロジェクト等長野県が推進する事業に積極的に連
携した。
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（様式２）

（６）その他実施した取組内容

（７）利用者の主な声及びその対応状況

・利用状況に応じてトイレ清掃の頻度を上げたほか、トイレ美化として生花を飾り清潔かつ快適な環境維持に努めた。

・県による『森林エリア森林学習棟』新設及び『環境学習棟増築』にあたり、お披露目イベントや展示物のリニューアルを行った。

・見どころの一つとなっている『カタクリ』生息地の生態学的調査を、財団本部の資金を活用し、信州大学農学部（大窪教授）の協

力得て３年目の継続となった。貴重な生態空間を形成していることが示唆された。

・新たに、『信州山保育研究会』を安曇野関係部局と調整した。プラスティック削減プロジェクト等長野県が実施する事業に参加し

た。安曇野市が実施する「里山再生プロジェクト」や「安曇野市民環境ネットワーク」等に参加し、地域貢献や連携に努めた

・安曇野市が実施する「フィルムコミッション事業」と連携し、映画『太陽のボレロ』のロケ地、アニメ映画『ざんねんな生きもの

辞典』アニメ背景ロケハン、NHK-Eテレ『いないいないばあっ！（わんわんのお散歩シーン）』のロケ地等、映画のロケ地や番組制

作の場として活用され、園内の自然の風景を取り上げていただくために柔軟に対応した。

○利用者へのアンケート調査結果でのご意見・要望等

令和３年度は環境管理事務所棟増築工事および新型コロナウイルス感染防
止措置に伴うレクチャールームの閉鎖により、経常的な「利用者アンケー
ト」は実施していない。今年度は、からすの学校（公園イベント）参加者
アンケートからの利用者ご意見を抜粋し掲載した。

・パンフレットに野鳥の居そうな場所を掲載してほしい。
・サルが近くまで寄ってくるので、対応について教えてほしい。
・ペットの利用はどうかと思う。
・山野草が沢山見られて大変嬉しかった。
・自然な状態での維持管理がとてもいいと思った。
・普段、植物や動物等を観察出来て楽しいです。
・川遊びが楽しいです。
・展示室のリニューアルが楽しみです。

・野生動物共存に向けて「ツキノワグマガイド」リーフの
配布を行った。
・ペット連れのお客様には、リードをつけての散歩を順守
いただくようなど、声掛けを行った。他のお客様とペット
連れの方とのトラブルが起きないよう対処していく。
・園路沿い・広場の選択的草刈りにより、自然観察に配慮
した野草管理を実施する。
・水辺エリアの川遊び後、岸辺の不陸直しを実施した。
・次年度に向けてレクチャールーム展示品を整え、期間展
示コーナーも部分的に設置した。

○行事開催について以下の要望､ご意見があった

・図鑑でなく目と耳で確かめることが大切だとわかった。
・無料でやって頂けて楽しかったです。
・講義は技術的な事をわかりやすく教えていただき大変よかった。
・座学、フィールドワークのバランスが良く充実しました。
・専門家の説明を聞きながらの山歩きは格別でした。
・ワークショップ方式で面白かった。

・烏川渓谷緑地生息する野生生物を題材に、自然観察・
フィールドワークを盛り込んで実施する。
・講師の専門的な分野をわかりやすく、楽しく学べること
を大切にしながら実施して行く。
・ワークショップ形式など、参加者自身も作業を通じて、
参加者同士の学習に参画するコミュニケーションの場を盛
り込んで実施して行く。

○今後取り上げてほしい題材、内容について

テーマについて
・動物（野鳥、冬の小動物、カエル、川の生き物、哺乳類）
・植物（コケ、芽吹き、シダ、花、高山植物、木の実、葉、カエデ種類、樹木）
・その他（山菜・キノコ、ジビエ、外来種対策、地形・地質、岩石種類、星座)
・夜の観察会（夜行性の動物観察）
・写真教室（撮影方法）

・多種多様な行事開催へのご意見、要望を頂戴し、次年度
以降の開催に向けて実施内容の検討を行った。
・本年度は、烏川古道を歩く、野鳥と動物の棲む森学習
会、クリスマスコケテラリウム作り等を実施した。
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（様式２）

８ 管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価
項目 指 定 管 理 者 所 管 課

施設の目的に

沿った管理運

営

・烏川渓谷の貴重な自然を守り、動植物の保全・育成活
動を推進するため、植物管理は緑地スタッフ１人１人の
スキル向上に向け、経験豊富なスタッフが同行の上、各
作業を実施した。除去すべき植物、保全利活用すべき植
物、動物・昆虫等が利用する植物などきめ細やかに対応
しながら維持管理を実施した。新たに自然資源マップを
作成し、情報共有に努めた。
・園内利用においては、利用者への適切な案内、利用状
況を踏まえた園内清掃の徹底により、安全、快適で清潔
な利用環境の維持に努めた。特に禁止行為となったＢＢ
Ｑ利用を希望し来園されたお客様への適切な案内、近隣
施設へのご案内及び、環境保全への取り組みについて丁
寧に説明し理解を深める取り組みを行った。新たに資料
を作成し、より分かりやすく説明した。
・夏期川遊び利用における堰堤からの飛び込みに対し、
安全確保に向けた飛び込み禁止看板設置及び利用者指
導、注意喚起に努めた。
・地元安曇野市及び松本市をはじめとする学校団体利用
における環境学習では、河川、樹林等緑地の自然資源を
最大限活用し、自然体験型環境教育の場としての利活用
及び普及啓発に努め、質の高いプログラム提供を行っ
た。新たにSDGｓに対応したプログラムを実施した。
・近隣宿泊施設と連携した取組みとして、学習目的の宿
泊団体へ環境学習プログラムの提供を行った。
・市民協働・地域連携を推進するため、定期的に「市民
会議」を開催、市民と協働したイベント開催による利用
促進や情報収集を実施したほか、緑地内での植物調査等
のサポートも行った。さらに、地域とともに緑地を育む
ため、安曇野市が主管する「パークコミュニティ会議」
に参加し、情報交換や連携イベントを行った。
・安全、安心を第一に、心癒される緑地を提供するた
め、スタッフの挨拶をはじめ、利用者が気持ちよく過ご
すことのできる環境づくりに努めた。お客様の安全確保
のため、園内巡視をおこない、徹底した支障樹木、支障
枝、枯損木の除去行った。
・障がい者就労に関しては、過去に継続して活動いただ
いていた障かい者団体がコロナ禍での就労方針が代わ
り、作業発注ができなかった。
・長野県が推進する省エネルギー対策活動への参画とし
て、「クールシェアスポット」へ登録した。同時に、本
緑地をクールスポットとして紹介できたことで夏季の利
用促進を図った。
・建設事務所との連携によるツキノワグマ活動時期にお
ける利用者の安全確保を図った。ツキノワグマ目撃情
報、フィールドサイン確認状況に応じて臨時閉園、利用
制限区域の設定、笹刈等環境管理など迅速な対応を行っ
た。
・ツキノワグマ対策講習会及び普通救命講習会を国営ア
ルプスあづみの公園管理センターと共同で開催し、隣接
する施設との連携による取り組みを実施した。

・協定書、仕様書及び年度計画書に基づき、施設
の目的に沿った管理運営を適切に実施していた。
・継続雇用していた障がい者団体からコロナ禍で
の就労方針変更を理由に発注契約が出来ず、障が
い者雇用が出来なかった。
・市民会議事務局として県と市民会議との調整を
密に行い、円滑な管理運営をしていた。
・平成27年度からのバーベキュー禁止措置につい
て、緑地利用者へ丁寧な案内を心掛け、適切に対
処していた。
・安曇野市内のほとんどの小学校から環境学習の
依頼をうけるなど、地元教育関係者からの評判も
良く、施設の有効利用に寄与していた。
・ツキノワグマ対応策として、国営公園と共同で
講習会を開催するなど、利用者の安全・安心の確
保に配慮して行動していた。

Ａ

平等な利用の

確保

・ホームページや看板を通じて本緑地の利用方法やルー

ルを正確に 情報提供した。

・イベント開催の際は受付時期を１ヶ月前とし、ホーム

ページに掲載 し、申し込み者の平等性を確保した。

・山菜・きのこ採取及び昆虫採集目的の利用者へ環境保

全の取り組みについて丁寧に説明を行い、後から来園さ

れる利用者にも配慮した公園利用案内を行った。

・平等利用の観点から、利用者の声を幅広く収集するこ

とを目的とした「モバイルご意見箱」を継続して実施し

た。

・愛犬家の園内利用マナー向上の取り組みとしてマナー

アップ作戦でのチラシ、マナー袋配布並びにマナーボト

ル（水）の貸し出しを行った。

・愛犬の無駄吠え、リード外しでの川遊び禁止の注意喚

起を行った。

・イベント開催の際は、利用者に対する平等な利

用 確保に努めていた。

・園内巡視を行う際は、利用者に対し親切・丁寧

な案内を心掛け、心地よく緑地内を利用できるよ

う配慮していた。

・愛犬家の園内利用マナー向上の取り組みを積極

的に行っていた。

Ａ
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（様式２）

＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

利用者サービ

ス向上の取組

・公式HPは随時更新を行い、園内の自然資源やイベント
情報の告知及び旬情報提供に努めた。 また、SNS（フェ
イスブック、ツイッター）を運用継続した。
・イベント終了後、参加者アンケートを実施。利用者
ニーズを把握し、管理運営へ反映するための判断材料と
し、サービスの提供や改善に努めた。
・イベント開催においては、緑地内の自然資源、環境資
源を最大限活用すべく企画内容を吟味し、参加者の満足
度の高いイベントを実施した。参加者からの期待度の高
いカタクリやオオルリ観察のイベントや、園内に生息す
る野生生物の学習会、歴史文化に関する学習会など、緑
地の資源を活用した企画内容とし、幅広いニーズに対応
したイベントを実施した。
・長野県が推進する信州山の日、SDGｓプロジェクト、信
州環境カレッジと連動したイベントを企画し実施した。
・イベント募集に際しては、松本市、安曇野市の市政記
者クラブを活用。毎回プレスリリースによりパブリシ
ティーによる募集記事、開催記事掲載に努めた（新聞掲
載等68件）。 また、近隣の図書館、公民館、宿泊施
設、観光協会等へチラシを配布し、情報提供と参加促進
に努めた。
・当財団が共同体代表として維持管理を行う国営アルプ
スあづみの公園にてチラシを配布し情報提供と参加促進
に努めた。
・繁忙期には管理事務所スタッフ及び専門スタッフによ
る駐車場誘導を行ない円滑な利用サービスに努めた。
・長野県が推進するSDGｓプロジェクトや信州環境カレッ
ジへのプログラム登録を行い、周知を図った。

・公式ホームページによる情報の発信、プレスリ
リースや安曇野市広報への掲載など利用者に向け
ての情報発信に努めていた。
・イベント参加者のアンケートからニーズの把握
に努め、業務改善等に反映させていた。
・コロナ禍による屋内施設利用制限と管理棟改修
増築工事による屋内施設立入禁止があり、屋内施
設でのアンケートが出来なかったため、従来の利
用者満足度調査が実施出来ず、令和３年度はイベ
ント参加者へのアンケート結果の一部を使用する
ことで、利用者満足度調査の代わりとした。
・緑地の自然資源を活用した企画を多く取り入
れ、幅広いニーズに対応したイベントを開催し、
多くの参加者から好評を得ていた。今後も自然体
験型環境教育の場として利用者、参加者から大い
に期待されている。
・令和２年度は年度初め頃の新型コロナによるイ
ベント中止が多くなったが、令和３年度は、ソー
シャルディスタンスに配慮した定員数としたうえ
で、「長野県新型コロナウイルス感染症対応方
針」に従い事前受付指先消毒・受付時検温を行う
などコロナ対策を行いクラスター元とならないよ
うにし、継続してイベントが出来るよう努めた。

Ａ

自主事業

・自主事業では、市民会議活動で産出した「ヒノキ・サ

ワラ」を木材として販売したほか、利用者ニーズのある

自動販売機を設置した。収益は、市民活動における消耗

品購入やノベルティーグッズを制作し、市民活動や広報

宣伝活動に還元した。

・イベントでは、コケテラリウムづくりや竹の水鉄砲づ

くりを実施し、見どころとなっている「コケの道」の周

知や竹林保全活動をしている市民団体との連携につなげ

た。

・カタクリ生息地調査結果の活用と近隣宿泊施設とのさ

らなる連携事業として、個人宿泊者を対象に秋の自然観

察やスノーシュー体験等早朝ガイドツアーを試行した。

・県、市民会議と協議しながら、緑地の保護、保

全を目的としたボランティア活動を実施し、園内

で発生した間伐材の売却益を市民会議活動支援費

に充てると共に、イベントを開催する等の工夫が

見られた。

・以前より要望があった自動販売機を設置し、利

用者のニーズに応えた。 Ａ

職員・管理体

制

・常勤職員：５名、臨時職員：２名、計７名

・繁忙期には臨時的に誘導警備員を配置し、体制を強化

した。

・「普通救命講習」修了者や「サービス接遇検定」取得

者を配置し、安全第一に利用者サービスを実施できた。

・緑地の管理業務を行うために必要な知識と技術

を持つ、経験豊富な職員が配置されていた。

・繁忙期には臨時スタッフによる駐車場誘導を行

なう等、的確な管理体制の確保に努めていた。
Ａ

収支状況

・指定管理料収入31,867千円、支出 31,867千円
指定管理収支においては、実施作業等への優先順位付に
より収支バランス良く効率的に管理運営ができた。
・自主事業 収入172千円。 支出172千円
公園利用者へ便益性及びサービスの向上を図るため自動
販売機を設置した。市民会議の活動により間伐した木材
の販売収入があった。また、コケテラリウムイベント参
加費収入が伸びた。
・自主事業収支においてはバランスよく効率的に活用で
きた。

・限られた予算の中で、緑地利用者へのサービス

低下に繋がらないよう配慮し、適切に管理運営が

行われていた。

Ｂ

総合評価

・公園の自然資源を活用したイベントや環境学習プログ
ラムの実施を通じて、長野県の豊かな環境を啓発でき
た。
・展示等に反映すべく写真や標本を収集・製作し、烏川
渓谷緑地らしい野生生物をテーマとする展示解説に活用
ができた。
・新型コロナ感染症が収束しない中で、限られた予算
で、一定の水準を確保する指定管理業務が実施できた。

・コロナ禍施設利用制限と施設改修増築のため利
用者満足度調査による実態を把握することが出来
なかったが、県のコロナ対策指針に従い屋外イベ
ントを継続してコロナ禍前と同水準の回数を実施
し、イベント参加者へのアンケート調査から好評
な評価が得られた。コロナ対策を実践しながら、
引き続き良好な管理運営をしていただきたい。
・指定管理者により提出された収支状況等資料か
ら、優れた管理運営がなされていると判断でき
る。

Ａ
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（様式２）

９ 施設管理運営の課題

項 目

10 第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：令和２年 11月 20日】

指 定 管 理 者 所 管 課

施設の管理運

営の課題

・管理事務所閉所時間帯（職員不在時間帯）のトイレ等
利用に関する安全管理、保安対策

・管理事務所閉所時間帯（職員不在時間帯）のたき火、
バーベキュー、ごみ片付け対策＜長野県との協力によ
り、利用方法の周知、マナーの向上が進んでいる。＞

・公園内樹木の成長による、倒木・落枝の危険性の増
大。（間伐の必要性が高まっている。）

・施設の経年劣化対策

・直営作業方法・体制の安全対策基準の高度化への対応

・管理事務所の閉所時間帯のトイレ利用案内等について、
指定管理者とともに検討して行きたい。

・指定管理者と協力し、利用者にマナー向上の協力を呼び
掛けたい。（利用方法が周知され、マナーの向上が見ら
れ、ごみ等の放置は減っている。）

・指定管理者と協議をしながら、小破修繕工事等により、
緊急性の高い樹木は除去している。

・施設台帳・長寿命化計画の共有を図り、優先順位に基づき劣
化対策を行っていく。

・工具機械化による安全性の向上と作業の効率化を進めた
い。

第三者評価における指摘・意見等
管理運営等への反映状況

指定管理者 所管課

（施設の目的に沿った管理運営）

１ 市民との協働イベントなどが、管理ボラン

ティアに発展するような取組みはできないの

か。

２ 安曇野市外の小学校からの学習も積極的に

受け入れてほしい。

１市民協働の取組を広げるために、新た

に安曇野市里山再生プロジェクトと連携

した行事等を企画していきます。

２環境学習や体験学習への参加拡大のた

めに、信州環境カレッジやＳＤＧｓプロ

ジェクトなどの団体向けプログラムに登

録し、広報拡大を図ります。

（平等な利用の確保）

１ ＨＰでの告知など利用者にわかりやすい取

組みをしている。メールマガジンなども活用し

てはどうか。

１メールマガジンより双方向性の高いＳ

ＮＳ（ツイッターやフェイスブック）を

活用し、日々の自然情報やイベント報告

を積極的に発信します。

（利用者サービス向上の取組）

１ 施設の存在を知らない人がまだ多いと思わ

れるので、広報についてはさらに工夫の余地が

ある。

２ イベント告知のみならず、イベント実施の

報告もHP等で周知できたらよい。

１信州環境カレッジやＳＤＧｓプロジェ

クト等長野県が推進する事業に積極的に

参画し、広報周知を図ります。

２ＨＰ、ＳＮＳ等を通じ、イベント実施

報告や自然情報など公園の魅力を積極的

に発信します。

（自主事業）

１ 利用者からの要望である飲料水（自動販売

機）や苔玉の販売など良い取組みが行われてい

る。引き続き施設の特性を活かした事業をして

欲しい。

２ 隣接する国営公園と協働したイベント実績

もあるが、引き続き国営公園を含めた他施設と

の周遊性、回遊性を活かした事業を検討して欲

しい。

１アンケート等を通じ、お客様のニーズ
を的確に把握し、サービス向上をはじめ
とした自主事業を推進します。
２安曇野市観光協会に入会するなど、近
隣施設との連携を深め、周遊性を考慮し
た事業実施を図ります。

（総合評価）

１ 収支報告書については、記載数値と基とな

る書類と突合し正確に作成すること。

１基礎となる資料を適正に作成し、それ

に基づく報告書の正確な作成に努めま

す。

１収支報告等について、指定管理者に指

導、監督を行っていきます。

（職員・管理体制)

１ 管理計画に基づき研修が行われている。研

修の実施状況について記録を残して欲しい。

２ 管理方針について、職員全員で共有できる

体制を整えて欲しい。

１、２指定管理業務が適正に履行できる

よう職員一同資質向上に向け努力しま

す。実施状況については参加者、状況写

真等詳細に記録します。

１、２研修記録、職員共有体制につい

て、指定管理者に指導、助言を行ってい

きます。

（収支状況）

１ 収支内訳表と総勘定元帳に差異が生じてい

るため、確認すること。

１総勘定元帳から収支報告書への転記ミ

スが原因であり、複数の職員によるダブ

ルチェック体制をとり再発を防止しま

す。

１収支報告等について、指定管理者に指

導、監督を行っていきます。
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